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STEP  1
申請書類等の取得方法は２通りあります。
❶インターネットで取得する
千葉教弘ホームページから様式を
ダウンロードします。

STEP  2
必要書類
（収入に関する
証明・在学証明
書等）を準備し
ます。

STEP  3
締切までに
提出書類を全て
千葉教弘へ郵送
または持参しま
す。（※１）

STEP  4
不備がなければ

応募完了です。
（※２）

STEP  5
5 月に教育振興

事業選考委員会

で審査を行い、

その後結果を通

知します。

❷お電話で取得する
お電話にて様式を請求します。

https://chibakyoko.jp

または

　0120-10-8851　奨学事業担当宛
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●●●応募の流れ●●●

（※１）捺印書類が含まれますので、郵送または持参でご応募ください。電子データ・カラーコピーは受け付け不可になります。
（※２）書類に不備がある場合は、返送し訂正していただきますので、余裕をもってご応募ください。

2022年度 貸与奨学生募集のご案内
　千葉教弘では、未来を担う人材を育成するため、教育振興事業の一環として奨学金の貸与を行っています。
毎年たくさんのご応募をいただいている「貸与奨学生」ですが、2022年度分の募集が始まりました。奨学
事業を通して、皆様のお力になれればと思います。ご応募お待ちしています。

●国公私立大学院、大学、短期大学、高等専門学校および専修学校専門課程に在学
　（2022年4月1日現在）し、学資金の支払いが困難な学生（高等専門学校については、
    第4学年以上の学生）
●文部科学省所管の学校であること
●申請年度の4月1日時点で30歳未満であること
●奨学生の親権を行う者（奨学生志望者が成人の場合は、父母または本人）が千葉県内に住所を有していること

▶貸与金額
最高100万円  無利息での貸与です
（修業期間1年につき25万円以内）

▶貸与方法

奨学生名義の口座へ全額一括振込

▶募集締切

▶申込み・お問い合わせ先

2022年4月28日（木）必着

▶奨学金返還方法
100万円の借用者は、卒業見込みの年の12月から
原則として10年以内に均等年賦（それ以外は8年以内）

公益財団法人 日本教育公務員弘済会千葉支部
〒260-0013　千葉県千葉市中央区中央4-13-10　教育会館新館７階　
　 0120-10-8851 奨学事業担当宛　
受付時間　9：00～17：00（平日）／お電話での受付時間　10：00～16：00（平日）

（例）　4 年制大学で 1 学年在学の場合　100 万円＝25万円×4年間
　　　4 年制大学で 2 学年在学の場合　  75 万円＝25万円×3年間

▶奨学生の資格

千葉教弘
ホームページ



千葉教弘が発行している広報誌「きょうこう千葉」は、県内の公立小･中学校、義務教育学校、高等学校、
特別支援学校、幼稚園･こども園に発送しています。笑
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2021年度  奨学事業報告
貸与奨学金 給付奨学金
対　象▶国公私立大学院・大学・短期大学・高等
　　　　専門学校・専修学校専門課程に在学中の
　　　　学生
貸与金▶一人につき最高100万円
実　績▶21名  1,575 万円 ※給付奨学金（高校生対象）につきましては新年度に募集します。

対　象▶県内の公立高等学校等に在学中の生徒

給付金▶一人5万円

実　績▶236名  1,180 万円

奨学生から お便りが届きました
　大学に進学を決めた際学費という問題があり、自身の家庭の経済状況を考え迷っていたのですが、奨学金を貸与された
おかげで、経済面での不安が軽減されました。
　また、奨学金を授業料に充てさせていただけたことで、資格講座を受講することができました。法学部だったので、法律
に関する資格講座を受講することができ、非常に良い経験になりました。
　大学生活では、親身になって指導してくださる先生方、お互いに高め合い切磋琢磨できる仲間を得ることができました。
今後も大学での経験を活かし、成長できる人間になっていきたいと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（貸与奨学生：大学生より）

　今回奨学金を利用したことで、専門学校の入学金に充てることができ、家族にかかる経済的負担の助けとなることがで
きたこと、アルバイトの時間を学業に費やすことができました。
　また高校在学中は、全教科80点以上を維持できるように学業に専念しました。他にも、生徒会役員として生徒の中心と
なって行事の進行をしたり、地域のボランティア活動に参加して様々な場面で貢献出来たと思います。
　そして、将来は専門学校で学んだことを活かし、経営についても学び、自分で店を開業して今まで学んだことを社会に
還元していきたいと思っています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（給付奨学生：高校生より）

紙面の都合で一部省略させていただきました。この他にもたくさんの奨学生からお便りをいただいています。

「日教弘クラブオフ」のサービス内容に関するお問い合わせは、0800-919-6189まで


